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第１６回から第１７回までの再生会議結果 
平成１９年３月２３日 

 
第 

1６ 
回 
会 
議 

【平成１８年１１月２１日（火）・浦安市民プラザＷａｖｅ１０１】 
● 議事に先立ち、県から３月２８日に諮問した三番瀬再生計画（事業

計画）（素案）について、１１月７日に大西会長から知事に答申いただ

いたことを報告し、知事からのあいさつ文を県総合企画部高柳理事が

代読した。 
● 再生会議から三番瀬評価委員会に検討を指示した２つの事項（①三

番瀬自然環境調査のあり方について、②市川市塩浜護岸改修事業のモ

ニタリング手法について）について審議が行われた。 
概要は以下のとおり。 
 

１ 第１４回から第１５回再生会議の結果について 

資料に基づき確認した。 
 
２ 三番瀬自然環境調査のあり方について 

三番瀬評価委員会の細川座長から検討結果について報告があり、

これに基づき質疑応答及び意見交換が行われた。 
◎ 会長のまとめ 

・評価委員会からの報告に加え、調査の実施体制の部分に漁業者の

経験的知見を活用しながら進めること、また、藻類に付着する葉上

動物の調査などを加えることとする。 
・再生会議としての県への意見書については、細川座長及び吉田副

会長と相談して取りまとめたい。 
 【特に異議はなく、会長に一任することとなった。】 

 
３ 市川市塩浜護岸改修事業のモニタリング手法について 

三番瀬評価委員会の細川座長から検討結果について報告があり、

これに基づき質疑応答及び意見交換が行われた。 

◎ 会長のまとめ 

 ・評価委員会からの報告は概ね妥当であり、これをもとに再生会議

としての意見とする。 

 

４ 報告事項について 

  「三番瀬再生会議委員の応募状況について」、「個別検討委員会の開

催状況について」及び、「三番瀬問題特別委員会の審査結果について」

県から報告があった。 
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５ その他 

前回の再生会議で竹川委員から質問のあった事項について県から

説明があった。 
 

◎あいさつ 
 ・大西会長から現委員の任期最後となる再生会議の閉会に当たりあい

さつがあった。 
・県総合企画部高柳理事から、閉会に当たりあいさつがあった。 

 
次回再生会議は、委員委嘱の後、改めて日程を調整することとなった。

 
第 
17 
回 
会 
議 

【平成１９年１月３１日（水）・アパホテル東京ベイ幕張ホール２階会議室】

● 再生会議第２期目の最初の会議に当たり、知事から委員や出席者等

に対し三番瀬の再生の実現に向けて協力をお願いするとともに、会議

設置要綱に基づき会長に大西委員を指名した。 
● 大西会長から会長就任の挨拶後、副会長に吉田委員を指名した。 
● 県総合企画部髙梨参事から委員全員を紹介した。 
● 主に平成１９年度千葉県三番瀬再生実施計画（案）について審議が

行われた。概要は以下のとおり 
 
１ 三番瀬再生のこれまでの経緯について 

三番瀬再生のこれまでの経緯、三番瀬再生計画（基本計画）の策

定及び第１５回から第１６回までの再生会議結果について、資料に

基づき確認した。 
 
２ 平成１９年度千葉県三番瀬再生実施計画（案）について 

県から平成１９年度千葉県三番瀬再生実施計画（案）を説明し、

このうち、第１節から第５節の途中まで、質疑応答及び意見交換が

行われた。主な意見は次のとおり。 
・各事業の事業計画期間内（５年間）での位置づけ・スケジュール

を明らかにしてほしい。 
  ・実施計画上、予算額は全県や東京湾対象のものがあるが、チェッ

クする段階においては三番瀬に限定した成果を報告してほしい。 
  ・市川塩浜護岸の改修工事に関し、２工区については、自然環境学

習の場への影響を整理する必要がある。 
◎ 会長のまとめ 
・本日は、第５節の途中（市川市塩浜護岸改修事業）までで審議を

打ち切り、継続審議とする。 



3 

・護岸改修事業のうち、１工区については準備をしてもよいのでは

ないか。 
・次回の会議を効率的に進めるため、再生会議全体の意見として主

張すべきと考える点について、事前に文書で提出してほしい。 
 

３ 平成１９年度三番瀬再生会議の開催日程（案）について 

県から資料に基づき説明があった。 

 
４ 報告事項について 

「三番瀬フェスタの開催について」県から報告があった。 
 

５ その他 

次回の会議は３月中に開催することとなった。  
 


